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1

目

d

M

h

叩

叫

T

O

の
中
に
於

τ、
屡
々
ジ
ョ

l
y
ズ
の
著
書
を
引
用

Lτ
居
る
o

併

し

、

山

山

川

y

o

H
以抗

7

エF
ク
1

円品岬沼山後後に於

τす
ら
.

3三ヨ

1
ン
ズ
に
注
目
せ
る

イ
ン

r-ヨ
フ
ム
の
如
(
、
ジ
ヨ

!
y
ズ
を
以

τ鯖停一納納向串申一仮蹴嬰引措号湘吟勺?ノr(‘、、は握-史史量趨皐聖宇主一振蹴の組型ぜピ
ι
な
L
‘彼に純霊憐憐町叩亭帯苧宣目史史上の或

U

陶
♂
肘
叫

る
地
位
を
奥
へ
ん
正
す
る
者
や
、
且
ド
キ
:
ン
.
キ

tヤナ
y
JザU
如，〈，t、¥、

y;カア
ド
爪
ゆ
山
地
代
論
に
反
封
な
る
皐
皐
.J-
段
詑
の
信
肌
m一
い
山
脳
日

L

奉
者
t
し
て
の
ジ
ョ

l
y
ズ
を
紹
介
す
る
者
ゃ
、
叉
か
の
ポ
ヱ

!
?
j

タニ
'
A
の
如

f
、
利
子
率
一
詑
に
封
し
1

h

一
叩

F帥

U

「
重
要
な
る
貢
献
を
何
一
つ
な

5
・9
L
2
1
v
こ
の
名
を
記
す
る
に
止
む
る
岩
は
あ
る
が
、
併
I
、

今

日

ま

す

お

訂

で
の
E
こ
ろ
、
彼
れ
の
主
な
る
事
訟
を
最
も
詳
細
に
研
究
し
且
つ
最
も
高
〈
評
債
せ

L
人
は
、
何
ピ
ι
一日つ

τも
7

d

m

H
日
山
口
何

町

ω

論

載

歴
史
皐
慌
の
先
願
者
と
し
て
白

9
チ
ヤ
ア
ド

-
U
E
l
ン
ス

第
二
十
四
巷

大
豆
穴

第
四
説

五
O 

歴
史
事
振
の
先
駆
者
三

L
て
の
リ
デ
ャ
ア
ド
・

ジ
ョ

l
ン
ズ

堀

経

夫

は

iJi 

L 

き

カ
ア

7
7
U
F
F
ス
は
、
共
の
遺
著
「
剰
徐
痕
佐
島
平
読
史
」
の
第
三
容
に
於
て
、
七
十
一
頁
を
叫
ノ
チ
ヤ
ア
ド
・
ジ
ヨ

1
ン
ズ

3
r
m
m
q
H訟の
E
E
H
Oロ
g
q
u
?品
岡
国
)
の
事
設
の
紹
介
及
び
批
評
に
充
1
、
叉
北
(
の
著
「
資
本
論
」
等

?
戸
ク
ス
以
前
に
於
て
は
勿
論
の
こ
正
、

b
F
b
y
z

で
あ
る
。

2) 
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ジ
ョ

1
V
ズ
生
前
の
主
な
る
著
書
は
突
の
三
つ
で
あ
る
。

〉
回
開
a
M
M
可
。
ロ
内
F
O
ロ
克
己
『
E
一
。
ロ
。
同
5
.
2
-
岳
同
ロ
品
。
ロ
F
O
問
。
z
月
虫
色
叶
ω
Z
Z
O
白
骨
耳
仲
間
・
同
官
二
回
目
2
・

( 

H 

) 

〉
ロ
】
ヨ
可
O
内
出
口
n
宮
内
『
F
h
w
Q
C
Z
0
2
】
v
o
-
-
2
2
-
同
n
o
ロ
。
日
〕
〉
ι
巴
国
〈
司
旦
耳
目
日
間
ぱ
口
己
一
内
向
P

円。目ι。
P

吋
巴
『
己
目
斗
司
、
凶
∞
』
同

叶
。
を
E
n
F
窃
且
ι
旦
ω
印
)
}
宮
町
民
間
。
『
副
円
E
2巾

0
『
F
R
E
B
師
。
ロ
5
0
5
£
E
a
F
P
F
2
-
官
。
↑
唱
。
R
L
E
宮
ι
o
F
o
日
仏
邑
円
吉
岡
4
ω

( 

止。
円。】】市岡崎司円。ロ品。ロ阿国uu・

.‘. 

叶
2
1出
o
o
r
。
町
戸
内
且
E
z
s
n
F
O
E
-
F
E
E
-
P
E
E
旦
。
『
Z
E
H
O
E
-
ι
巴
Z
E
m
T
t
r
o
h
u
a
E
岳
山
円
。
=
品
。
-
g
M
}
3
r

{

白

)

E
4
昌
司
・

7
u
y
p
z
は
、
共
の
『
剰
倫
侭
値
血
干
読
史
」

ω中
に
於
て
、
右
の
三
者

ωみ
を
紹
介

L
τ
ゐ
る
が
、
併
し
ジ
ヲ

1

H
F
O
河
内
〈
・
ま
』
-
U
E
当
『
O
z
-
-

』
。
}
M
口
内
宮
内
ロ
0
2
に
よ
っ
て
出
版

y
ズ
の
死
後
、
彼
れ
の
友
人
法
即
ち

せ
ら
れ
た
る
彼
れ
の
「
遺
稿
」
(
E
口
町
内
E
q
問
。
日
E
ロ
p
n
o
E
町
民
口
町
三
円
2
2
2
ω
世
丘
、
H
a
z
n
E
o
p
H
d
。
Z
E
E
-
開
。
。
E

及
ぴ

同
一
の
宮
正
』
0
5
ω
・
同
品
目

EW
耳
目
吾
ω
]
河
内
伊
丹
o
q
g
z
R
Z
叶
『
何
回
2
・
4
〈
岳
山

E

4
5
2
0
=
ご
込
沼
)
の
中
に
は
、
前
記
の
著
書
官
及
ぴ

3ω
外
に
、
7
Y
ク
ー
が
閲
読
し
得

y
h
L数
個
の
『
講

義
」
「
小
冊
子
」
「
鐙
官
官
」
が
輯
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

巧
F
o
d
q
m
巴
の
一
百
ふ
所
に
よ
れ
ば
、
「
彼
(

J

V

ョ

1
ン
ズ
)
は
、
経
済
血
中
に
関
す
る
彼
れ
の
思
索
仁
一
つ
の
完
全
な

る
値
系
を
輿
へ
皮
い
ご
の
希
訟
を
、
死
同
る
時
ま
で
大
切
に
懐
レ
て
ゐ
た
」
の
で
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
、
彼
れ
の
賞

際
的
活
動
家
正
[
て
の
仕
事
仁
妨
げ
ら
れ
て
、
絡
に
賞
現
苫
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
彼
れ
の
宇
一
著
「
分
配
論
」
も

「
第
一
部
、
地
代
論
」
の
み
で
終
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
.
前
拐
の
『
講
義
等
以
ι
閥
単
に
で
は
あ
る
が

経
済
準
一
般
に
一
旦
っ
て
説
か
れ

τあ
る
か
ら
、
そ

ω中
よ
れ
リ
彼
れ
的
皐
設
的
髄
系
及
び
其
の
特
徴
を
見
出
す
ζ

ピ

ロ
O
E
U
F
O且

1
p
σ
F
Z
H
同
ゆ
く
・

論

議

E 

歴
史
単
献
の
先
脳
者
と
し
て
の
リ
チ
ヤ
ア
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
九

第
二
十
四
谷

六
4nt

部
凹
腕
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引

前

歴
史
製
紙
由
先
嗣
者
と

L
て
O
リ
チ
ヤ
ア

r・
ジ
ヨ

I
ン
ス

五

第
二
寸
凹
巻

ハ
冗
入

業

川
知
山
腕

は
、
“
必
ら
A
Y
し
も
困
難
で
は
な
い
。
た

v
本
稿
は
、
彼
れ
の
皐
史
上

ω地
位
の
究
明
を
其
の
主
た
る
目
的
ぜ
す
る

に
止
ま
h
、
生
産
論
及
び
R
T
臨
諭
に
於
M
V

る
彼
れ
の
側
々
の
向
学
説
じ
就
て
は
、
他

H
稿
を
改
め
て
之
を
論
守
る
ニ

吉
、
す
る
。

第
一
節

資
本
主
義
的
生
産
方
法
の
歴
史
的
解
樺

正
統
一
収
縮
晴
樹
事
者
殊
に
か
の
デ
イ
亦
ド
・
リ
カ
ア
ド
は
、

資
本
主
義
的
生
産
方
法
り
内
部
的
機
叫
情
的
解
剖
に
依

b
波
頭
し
過
ぎ
た
結
巣
、
廿
先
的
魅
史
上
に
於
り
る
相
調
的
地
位
を
胤
み
る
-
』
ご
が
出
来
な
か
っ
た
。

は
、
抽
象
的
原
則

ω樹
立
北
ぴ
集
り
普
遍
化
に
専
念
し
た
。

従
て〉

て

彼

-
」
れ
い
彼
が
前
科
山
半
減
川
り
代
表
祈
り
如
〈
普
辿
考
ヘ

ι

れ
て
居
る
所
以
で
め
る
。

勿
論

y
カ
ア
ド
ご
い
へ
ど
も
、

胡

-M〕

γI-
雌
い
て
用
論
セ
立
一
L

得
多
か
っ
た
で
わ
ら
う
こ

刈
A
サ

ご
は
言
ふ
ま
で
も
な
レ
が
、
併
し
彼
は
、
眼
前
け
各
組
り

4
・
吋
ぜ
伶
A

所
与
〈
川
捉

現
す
る
正
い
ふ
が
如
き
、
言

μhv包
括
的
方
法

r
採
。

{ゐ
ι
廿
-
L
V
.

f宇

主/1:
l;f 

就に
0， 
d 

1;1 ~七
1， W 
tlい{r
F・ぅh
f内、 11i
な整

之
を
仙
象
化
J

る
-
ど
に
よ
っ
工
、

t
o
て
は
)
北
H

逼
的
な
る
原
則
を
樹
立
し
た

ω
で
め
る
o

か

7
0研
究
方
法
じ
U
得
難
Z

H

九
州
が
あ
る
o
主

F
L
吾

々
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
或
る
縦
済
川
代

ω
本
質
的
特
徴
ー
ゼ
以
も
州
著
、
知
る
ヨ
』
じ
が
山
家
る
か
ら
で
ゐ
る
。
併
し

乍
ら
他
方
に
そ
は
大
な
る
快
貼
を
有
つ

t
居
品
。
何
故
な
れ
ば
.
か
、
る
4
4
泌
を
採
る
人
は
、
底
〈
各
附
代
及
び

各
地
に
於
け
る
各
附
の
縮
隣
組
織
を
比
岐
研
究
司
る
山
山
崎
労
合
執
ら
A
V

、
従
つ

1
自
己
の
研
究
割
象
た
る
組
織
が
有

て
る
歴
史
的
慣
侃
を
秤
量
し
得
な
い
か
ら
で
ぬ
る
c

而
L
て

y
カ
ア
ド
に
就
て
も
岡
山
判
的
こ

E
が
言
ひ
得
ら
る
、

る
も
の
を
唯

つ
姻
九
で
・
北
(
川
本
質
士
倣
底
的
l
究
め

〆〉

の

(
彼
に

-、

"・.，..，. 
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第
二
十
四
巻

ハ六

O

第
四
輔
副

五
四

E曾

護

歴
史
事
段
目
先
師
植
者
と
し
て
白
リ
チ
ヤ
ア
ド
・
ジ
ヨ
1
ン
ス

に
、
カ
を
協
せ
て
(
れ
る
o

若
[
も
吾
々
が
、
此
等
の
材
料
を
徹
底
的
に
翻
察
し
、
謙
遜
Z
細
心
正
を
以

τ推

理
を
行
ム
も
、
術
ほ
経
済
血
中
の
総
て
の
部
門
に
於
t
健
全
な
る
知
識
を
得
難
し
ピ
す
る
な
ら
ば
、
そ
は
知
的
卑

怯
を
一
本
す
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。
』

勿
論
、

hr't
の
如
〈
現
在
の
町
山
棚
古
一
過
去
の
匝

rEを
庚
(
捗
獄
す
る
こ
ご
は
、
困
難
な
る
付
事
で
あ
る
。
併
し

「
か
〈
[
て
こ
そ
、
吾
々

μ
、
土
地
及
び
拙
労
働
的
生
成
物
が
人
間
枇
曾
を
構
成
せ
る
諸
締
切
階
級
の
聞
に
分
配
せ

ら
る
、
法
則
を
終
に
明
か
に
な
し
得
る
の
希
望
を
、
十
分
有
つ
・
』
ピ
が
出
来
る
の
で
め
る
。
」
こ
れ
ま
で
の
皐
者

は
、
『
同
町
昨
ご
い
ふ
方
法
よ
ち
も
背
ぽ

(
E
E
3
E
Oロ
)
ピ
い
ふ
道
を
選
び
」
、
辛
棒
強
〈
現
在
及

υ過
去
の
諸
事
貨

を
探
究
す
る
こ
ご
を
怠
っ
て
、
一
気
仁
一
般
原
則
に
到
達

L
4う
ご
焦
っ
た
o
r
h
r
ι
異
理
は
彼
方
に
逃
げ
去
っ

て
仕
舞
っ
た
り
で
あ
る
。

以
上
越
ぺ
た
る
所
に
よ
ら
、
ジ
ョ

1
ン
ズ
が
如
何
に
経
験
ご
歴
史
ご
そ
し
て
蹄
納
法
ご
を
重
ん

ιた
が

℃

明

か
で
ゐ
ら
う
。
方
法
論

ω上
に
於

τ、
彼
が

y
カ
ア
ド
よ
h
も
7

U

F

f

z

e

T

重
ん
じ
、
叉
7
b
F

サ
ス
よ
ち
も
』
ア

V
エ

UF

の
如
き
自
然
科
山
学
者
を
員
び
た
る
所
以
は
、
正
に
愛
に
存
す
る

ωで
あ
る
O

(

註
)

7

F

サ
ス
は
、
リ
カ
ア

ド
の
如
〈
に
は
原
則
閣
の
仮
設
的
誼
明
を
試
み
な
か
っ
た
o
彼
は
.
人
目
の
原
理
を
論
越
す
る
に
常
っ
て
、
質
例
を

底
〈
諸
闘
に
求
め
た
。
併
し
乍
ら
其
れ
も
・
結
局
は
有
名
無
貨
な
る
自
然
法
則
を
漁
定
せ
る
後
の
認
で
あ
っ
て
、

事
賞
が
先
き
に
立
つ

τゐ
る
の
で
は
な
い
。
之
に
反
し
て
、
自
然
科
権
者
は
何
よ
り
も
先
き
に
槻
察
正
賞
験
ご
を

希
重
し
此
等

ωも
の
を
過
し
て
得
ら
れ
た
る
経
験
を
基
ご
し
て
理
論
を
構
成
す
る
。
ジ
ョ

1
y
a
z
は
‘
こ

ω自
然

科
率
的
研
究
方
法
を
経
済
事
に
適
用
せ
ん

Z
欲
し
た
の
で
る
る
。
こ
の
黙
に
つ
い

τヒ
Y

フ
ア
デ
イ
ン
グ
は
次
の

Ibid.， p. xxi. 

Ibid.， p. xxi i 

cf io:(i.， pp. xxii割XIlI.

8) 
9) 

10) 
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知

f
言
っ
て
居
る
。

「
ジ
ョ

ly.λ
は
・
嘗
時
著
し
〈
勃
興
し
っ
、
あ
り

L
自
然
科
事
よ

b
彼
れ
の
研
究
方
法
を
得
来
っ
た
が
ら
、

9
カ
ア
ド
の
鰻
系

ω中
心
た
る
、
資
本
家
的
生
産
方
法

ω絡
調
化
に
謝
し
て
、
彼
れ

ω膝
史
批
判
的
立
場
を
明

イ
ン
ド
の
一
枇
曾
紋
態
、
特
に
其
の
土
地
所
有
閥
係
に

か
に
情
抗
せ
し
め
る
こ
ご
が
出
来
た
。
而
し
て
そ
れ
は
、

関
す
る
彼
れ
の
研
究
の
賜
物
で
ゐ
る
。
」

然
ら
ば
・

P
ョ

1
ン
ズ
は
、
資
本
主
義
的
生
産
方
法
の
歴
史
的
性
質
を
如
何
に
具
鵠
的
に
説
明

L
た

か

?

が
失
の
問
題
で
あ
る
。

れ

ジョ
l

ン
ズ
は
、
マ
ル
切
ス
田
托
後
、
彼
私
自
龍
任
者
と
し
て
へ
イ
リ
イ
イ
P
D
『
束
印
皮
大
事
』
の
教
授
に
た
っ
た
白
で
あ
る
が
、
院
に
以

前
よ
明
マ
ル
ザ
九
と
相
識
っ
て
ゐ
た
。
人
口
論
に
つ
い
て
は
マ
ル
サ
ス
と
意
見
を
具
に
し
て
ゐ
た
が
、
併
L
U
ョ
i

ン
ズ
は
り
カ
ア
ド
よ
り
も
マ

、、

ルサ
A

に
上
り
近
い
串
間
上
自
立
場
に
在
っ
た
0

.

z
y
r聞
出
何
日
η
r
R
宇
当
日

5
E
4
Z巧
一
色
は
有
名
な
る
自
然
科
皐
者
で
あ
る
が
、
低
越
の
蜘
〈
後
者
は
ジ
ョ
1

ン
ズ
回
建
前
を
出
版

し
、
前
者
自
著
書
。
z
p
o
m
Z身
。
『
Z
E旦
科
目
白
E
o
g司
『
可
由
一
部
は
、
ジ
ョ
l

y
ズ
に
よ
っ
で
、
彼
れ
由
方
法
論
の
静
雄
と
し
E
共
自
著

『
分
配
首
』
川
町
附
録
に
引
川
さ
れ
て
居
る
。
赴
に
よ
っ
て
取
で
も
、
ジ
ョ
1

ン
ズ
が
如
何
に
自
持
科
剛
山
者
に
親
L
b
O
R
ワ
そ
白
左
法
論
に
傾
倒
し
て

監
ゐた
b

y
、
了
解
さ
る
誌
で
あ
ら
う
。

「マ
U

F

b

y

z

以
前
の
綿
て
の
経
済
事
者
の
中
で
、
ジ
ョ

1
ン
ズ
は
資
本
主
義
の
歴
史
的
性
質
を
最
も
明
か
に
認
め

且
つ
説
い
た
人
で
ゐ
る
」
。
(
ヒ
炉
プ
ア
デ
イ

V

グ
)
彼
は
、
英
国
に
於
『
1
最
も
品
目
達
せ
る
資
本
主
義
的
批
曾
形
態

を
、
他
の
経
済
皐
者
の
如
(
普
遍
的
の
も
の
で
あ
る
か
の
如
〈
看
依
す
ニ
ど
を
せ
守
、
た
hv
資
本
主
義
以
前
の
枇

論

第
二
十
四
谷

第
四
椀

五
五

議

歴
史
皐
蹴
白
先
踊
者
と
し
て
白
p
チ
ヤ
ア
ド
・
ジ
ヨ
l

ン九

F、
大

Aus der Vorgeschichte der Marxschen Oek.onomie. 3・
(Die Neue Zeit. S. Dezember 1911.) 
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曾
進
展
上

ω必
至
的
一
段
階
Z
し
て

『
「
い

HrFrurrげ
r
r
vな
い
」
り
で
あ
る
o

「
終
末
に
於
一
1
、
勢
働

者
ピ
京
旧
民
主
れ
た
る
資
本
的
所
作
お
ご
が
同
一
人
に
蹄
す
る
や
う
な
(
即
も

非
資
本
主
義
的
午
る

!
l堀
註
)
枇

命
H

紋
践
が
来
る
か
も
知
れ
な
い
し
、

叉
世
界

ω
一
』
叫
の
図
民
は
そ
れ
に
近
づ
き
つ
、
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
併

L
、
五
口
々
が
今
凱
祭
L
ゥ
、
あ
る
諸
制
民

ω進
歩
的
途
上
に
於
一
ー
は
、
末
H
L
曾
っ
て
刷
、
4
0
例
は
な

ν。

ア
ジ
ア
人
は
未
に
こ
の
(
資
本
主
義
弘
)
段
防
に
す
ら
末
に
到
達

Lτ
ゐ
な
レ
の
で
あ
る
」
υ

こ
、
に
五
口
々
は
ジ
ョ

ー
ン
ズ
の
級
協
制
的
定
命
論
を
鋭
ふ
こ
ど
が
山
来
る
。

苫
て
究
に
来
る
べ
き
問
題
は
、

右

ω如
き
特
色
ef
有
す
る
資
本
主
義
戚
立
の
由
来
じ
つ
い

τジヨ

-
Y
ズ
が
如

何
な
る
阪
史
的
説
明
を
な

L
t
か、

ぜ
い
ふ
喧
】
さ
で
あ
る
。

噂
}
れ
に
潤
す
る
彼
れ
の
答
は
、

川
悦
宜
上
之
を
二
つ
に

分
け
て
考
へ
る
こ
ピ
が
山
家

ι。
一
は
資
本
主
義
的
農
業

ω、
他
は
資
本
主
義
的
仁
業

ω、
成
立
に
つ

ν
て
の
説

明
で
あ
る
。

一 一 一 い同一…一一一一

抑
も
農
業

先
つ
資
本
主
義
的
農
業

ω成
立
に
謝
す
る
ジ
ョ

1
ン
ズ
の
所
訟
を
見
ょ
う
。
彼
れ
凶
考
に
よ
れ
ば
、

上

ω地
代
に
は
、
政
支
配
什
(
司

E
E
E
3
5
)
ご
政
栄
一
柏
町

r(町
民
自
司
ぶ
百
三
ω)

ご
の
二
大
同
別
が
在
る
。
胞
肱

自
己

ω
計
筑
に
於
て
耕
作
す
る
時
に
、

北
一
の
所
有

大
地
代
ご
い
ふ
の
は
、
「
拙
労
働
者
が

-他
昔F人
をに
指泌
すす

EeZ17)る

土
よ山

を
~百

五
L 

人
土判

明お
ぜ 同

票持
ヰ診
る1.，)

力安

通
常
の

閥
的
米
関
墾
地

者
に
支
梯
は
る
、
所

ω、
生
古
川
物
り

故
仁
、

を立〈

ω総
て
の
住
民
の
勤
労
者
〈
は
必
要
に
謝
し
て
附
放
す
る
(
郎
も
、

者
〈
は
、
「
土
地
は
北
(
的
利
作
に
引
を
折
る
こ
ご
清
肯
ん
じ
た
る
人
々
に
よ
っ

9
 

て
第
一
に
所
有
吉
る
〉
皆
川
前
ご
し
た
ピ
い
ふ
こ
で
が
、
民
(
却
で
め
る
ご
す
る
な
ら
ば
い
、
地
代
な
る
も
の
は
少
〈
正

事
質
T
b
っ
た
記
す
る
な
ら
正

第
二
十
四
谷

，、
，、

部
川
崎
師

五
4二

i市

可E

陛山
Amザ
祇

ω
先
脚
者
と
し
て
山
リ
チ
ヤ
ア
ド
・
ジ
ヨ
f

v
ス

下評$者4州}入

?1弘え皇rjL0帥E白叩、

tび戸 p. I巧5.芸串以詰討!問g田t百I 
言iY;占i正l

15) 
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18) 
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論

韓

歴
史
事
揖
目
先
園
者
冒
と
し
て
由
リ
チ
ヤ
ア
ド
・
グ
ヨ

1
ν
λ

第
二
十
四
番

六
六
回

第
四
韓

E 
J、

も
暫
ら
〈
の
間
資
生
し
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
o

併
L
か
、
る
仮
定
は
「
抽
象
的
可
鵡
』

(
E
ω
Z
E
n円
吉
田
町
立
ロ
守
)

た
る
に
止
ま
h
、
世
界
の
過
去
の
歴
史
ご
現
在
の
放
態
ピ
は
そ
が
「
質
際
的
具
理
」
(
釦
日

UBas-EP)
に
あ
ら

.3九
』
ど
を
誠
一
明
L
T
居
る
。
仰
で
人
類
は
、
「
生
が
の
た
め
に
激
牧
放
一
怨
よ
b
農
業
に
移
b
g
る
を
得
な
ぐ
な
る

一

占

土

t
w明…
1
1
1井
所
宝
有
ご
に
分
し
れ
、
後
者
卸
も
農
夫
考
，
、
は
農
業
労
働
者
は
J
前
者
に
劃
し
て
即
日
冗

地
代
的
も
第
一
来
的
地
代

{
2
2
q
E
Z
)を
支
一
切
は
な
げ
れ
ば
な
ら
な
V
こ
ど
、
な
っ
印
。
而
L
て

ζω
時
代

の
農
業
鋒
働
者
は
、
彼
等
の
易
貨
を
、
「
自
己
の
計
算
に
於
て
」
・
換
言
す
れ
ば
「
彼
等
自
身
の
拙
労
働
の
結
川
市
た
る

土
地
生
産
物
中
よ
h
片
取
得
す
る
ピ
い
ふ
、
共
通
の
特
徴
を
有
つ

τ居
品
。
(
註
)

(
註
)
費
本
主
義
以
前
由
時
代
に
於
け
る
良
夫
を
船
岡
山
努
俳
ず
と
い
ひ
、
又
彼
等
白
川
収
入
量
町
目
的
且
と
い
ふ
は
、
今
日
白
川
語
一
例
に
反
す
る
で
あ
ら
う

が、

ζ

h

て
は
ジ
ヨ
1
ン
ズ
由
吉
諜
泣
ひ
を
そ
の
鑑
別
ひ
た
の
て
あ
る
。

一一 一 一 一 一 一 一 一 ----一一一一

所
が
、
「
文
明
E
宮
正
が
一
定

ω許
-
4
9
を
な
し
た
る
後
仁
於
て
は
、
勢
働
者
階
級
の
勢
貨
は
長
早
彼
等
が
自
身

で
土
地
よ
り
獲
得
し
た
る
枚
入
よ
b
成
立
す
る
ニ
ピ
な

T
、
彼
等
が
各
械
の
仕
事
に
携
は
っ
て
居
る
問
彼
身
に
前

貸
を

L
て
生
計
を
立

τし
む
る
に
十
分
な
る
分
量

ω食
物
一
炉
、
資
本
家
の
手
に
蓄
積
Z
る
、
や

F

フ
に
な
る
ザ
勿

論
、
こ
の
畿
化
は
通
常
非
農
業
階
級
に
先
つ
起
h
、
そ
が
農
業
に
現
は
る
、
の
は
極
め
て
選
〈
、
今
も
な
は
こ
の

越
化
を
幾
ら
グ
る
農
業
の
範
闘
は
世
界
中
甚
だ
庚
〈
残
っ
て
居
る
が
・
然
し
例
へ
ば
英
国
に
於
り
る
が
如
(
、
『
農

業
努
働
者
ど
他

ω努
働
者
ご
が
共
仁
資
本
家
に
よ
っ
て
養
は
れ
且
つ
雇
は
れ
て
居
る
地
方
も
、
比
較
的
に
甚
だ
小

範
囲
に
於

τ
い
は
ゐ
る
が
、
現
仁
在
る
の
で
あ
る
。
此
等

ω資
本
家
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
〈
彼
等
の
支
持
せ
る
勢

働
の
生
産
物
を
取
得
し
、
そ
う
し
て
土
地
の
所
有
者
に
劃
し
て
約
定
き
れ
た
る
地
代
を
支
捌
ふ
責
任
を
有
っ
て
居

Distribution of Weal.th. p-5 
/bid.， p. 3. 
Jones 位、農夫地j~ まlI! ~ Jこ四積掴に分ち.先々について詳細なる研究まし
て居るが、そ由紹介は本稿。範閣外に屈するから、他目白幽曾に之を離る。
Ibta.， p. 187 
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る
Eτ尚

文
明

ω順
序
に
於
て
常
に
飯
識
の
第
一

究
的
地
代
に
相
究
い
で
後
生
す
る
も
の

而
し
て..， 

第‘此
二、等
夜、の
白色、 I由
i也 ft
tt ti 

H3 
o 
p 
a. 
ω 
q 

百ロ
Z
)
己
呼
ば
れ
得
プ
¥
叉
、
他
人
の
勢
働
に
よ
っ
て
耕
作
苫
る

な
る
が
故
に
、

、
土
地
の
地
代
に
謝
し
て
責
任
を
有
す
る
資
本
家
は
普
通
農
業
者

(
P
B
A
)
ご
呼
ば
れ
て
居
る
か
ら
、

代
を
度
来
ず
地
代
Z
名
づ
り
て
農
夫
地
代
吉
岡
別
し
て
も
良
い
で
あ
ら
う
』
。

此
等
の
地

一一一ー--一一一一一一一一一一一ー一一一一一一

同
時
に
彼
れ

以
上
吾
々
瓜
、
農
業
地
代
の
進
歩
縫
遜
に
闘
す
る
ジ
ョ

1
ン
ズ
の
設
明
を
観
る
ニ
己
に
よ
っ
て
、

W
齢

R
F
r
#判
山
削
政
世
吊
附
宮
山
嘩
山
見
釦
嗣

μι
い
畑
一
。
ニ
ご
が
出
来
た
わ
け
で
あ
る
。
次
は
彼
れ
の
資
本
主
義
的
工
業
蛍
逢
史
論

で
あ
る
。

阪
池

ω如
〈
、

農
業
に
於
け
る
よ

ジョ

l
y
ズ

ω
考
に
よ
る
時
は
、
資
本
家
ピ
労
働
者
Z
の
分
離
は
、

ち
も
工
業
に
於
て
遥
か
に
い
d

ド
早
ノ
、
賞
現
苫
れ
た
。
併
じ
な
が
ら
、

非
資
本
主

ジョ

l
y
ズ
の
嘗
時
に
於

τも、

義
的
な
る
工
業
蚊
態

ω質
例
を
非
文
明
凶
に
於

τ見
出
す
-
』
ご
が
出
来
た
の
で
ゐ
っ
て
、

形
式
に
分
つ

τ観
察
し
て
居
る
。
官
J

は
支
郊
の
例
で
ゐ
る
。
彼
は
、

彼
は
大
健
之
営
三
つ
の

初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
品
唱
の
報
告
に

支
那
に
於
て
は
、

手
工
業
者
が
、

私
宅
に
於

τ生
産
せ
る
も
の
を
、

顧
客
を
求
め
っ
、
日
毎
に
由
民
b
歩

本
い

τ、

古
い
っ
た
形
式
的
行
は
れ
居

者
〈
は
(
鍛
冶
屋

f
す
ら
も
が
)
諸
道
具
-T
町
中
持
ち
歩
い
て
仕
事
を
探
す
、

る
こ
子
炉
』
記
越
し
て
居
る
側
紘
一
一
は
イ
ン
ド

ω
回
舎
の
例
で
あ
る
。
立
(
蕗
で
は
、
「
手
工
業
者
や
他
の
非
農
業
勢
働

省

、

r、
引
M

一
村
仁
質
際
必
要
な
る
人
数

rり、
村
人

ω共
同
政
入
の
一
部
を
宛

τが
は
れ
て
、

生
計
を
保
で
』
E
が

者
は
、

出
来
る
や
一
つ
仁
な
っ
て
ゐ
る
、

し
て
居
る
〕
。
而
し
て
鍛
T
U
イ
Y
V
の
郡
曾
の
例
で
ゐ
品
。
其
蕗
の
手
工
業
者
以
、

而
し
て
全
国
到
る
蕗
に
於
て
、

附
議
的
職
人
の
鮮
が
こ
の
資
金
に
よ
っ
て
生
活
を

特
定

ω廟
客
殊
に
王
侯
貨

族
等
の
者
修
的
欲
望
を
充
た
す
-
】
子
ぜ
主
た
る
仕
事
・
こ
す
る
か
ら
、

従
っ
て
彼
等
は
顧
客
に
始
終
〈
つ
附
い

τゐ

論

叢

歴
史
回
申
抵
の
先
願
者
と
し
て
の
リ
ナ
ヤ
ア

γ
・ジヨ
l
シ
ス

第
二
寸
回
巷

大

プ£

五

部
四
批

主王
ブL

fbu{.， pp. 187-8 

fbid.， p. 12目

cf. Literary Remains， p. 395. & p. 445 

Ibid.. p. 446. 
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百世i

龍

歴
史
酬
明
-
据
の
先
制
者
と

L
て
の
リ
チ
ヤ
ア
ド
・
ジ
ヨ

i

y
ス

修
二
十
川
容

-、-、‘、

J
J
J
S
F

」
/

第
川
城

，、
O 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
者
し
も
彼
等

ω
瑚
容
が
長
い
間

1
1育
、
時
正

L
て
は
極
め

t
短
期
間

i
l其
内
居
場
所

を
噌
へ
る
な
ら
ば
・
非
農
業
労
働
者
は
彼
等
に
随
い
て
行
か
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
、
然
ら

F
れ
ば
健
一
死
す
ゐ
で
あ
ら

う」。
6

資
本
rL
義
以
前
り
工
業
は
以
上
り
刻
き
栴
々
な
る
形
を
採
っ
て
現
は
れ
る
o
併
し
な
が
ら
、
此
等
制
て
に
共
通

な
る
こ
ご
は
、
工
業
労
働
者

ω
勢
貨
は
、
農
業
労
働
者
が
自
分
遠
山
り
生
活
維
持
に
必
要
な
る
よ
h
も
以
上
の
分
量

に
於
て
生
産
し
た
る
農
産
物
|
|
即
も
土
地
山
剃
働
生
産
物

l
lの
所
有
者
に
し
て
工
業
品
ゆ
消
費
者
た
る
人
々

の
牧
入
(
円
2
3
5
)
中
よ
ら
政
援
仁
支
抑
は
れ
る
、
正

ν
ふ
市
中
備
で
あ
る
。
然
る
に
文
明
凶
仁
一
於
て
は
、
か
〈
の

如
き
事
怖
が
一
向
援
す
る
o

勿
論
、
如
何
な
る
純
隣
組
織
的
下
に
於
て
も
、
農
業
に
従
事
せ
る
者
ご
然
ら

F
る
者
ご

が
存
在
す
る
限
h
、
後
者
の
勢
賃
以
前
者

ω
剃
伶
生
成
物
を
以
て
支
梯
叫
札
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
乍
ら
、

一
度
工
業
第
働
者
正
工
業
口
町
消
費
者
ピ
り
閥
に
資
本
家
な
る
階
級
が
介
在
す
る
?
ヲ
に
な
る
ご
‘
前
二
者
間
的
関

係
は
間
比
古
川
町
ぜ
な
っ
て
来
品
。
郎
も
資
本
家
は
、
茶
漬
さ
れ
た
る
堂
本

(
B
Z
E
)
の
中
よ
り
勢
働
者
へ
の
賃
銭
を

前
排
し
、
而
し
て
勢
働
者
が
彼
れ
の
潟
め
に
生
産
し
た
る
貨
物
-fh
消
費
者
に
貞
刈
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
勢
働
者

Z
消
費
者
ど
の
閥
係
を
断
っ
て
仕
舞
ふ
り
で
あ

ω
o

何
故
資
本
家
内
出
現
が
一
闘
の
産
業
の
進
歩
に
ご
っ
て
必
要

で
あ
る
か
、

t
v
ふ
問
題
い
つ
い
J
L

の
ジ
ョ

l
v
ズ
の
説
明
は
‘
後
に
述
一
ぺ
る
で
あ
ら
う
が
、
併
L
他
方
よ
り
見

れ
ば
、
ジ
ヨ

1
y
ズ
の
言
っ
て
居
る
や
う
に
、
『
資
本
家
内
雇
傭
せ
る
労
働
者
が
生
産
し
た
る
貨
物
世
間
貝
ム
た
め

に
、
自
己
的
牧
入
b
z
費
3
ん
ご
す
る
願
客
が
な
い
な

ιば
、
彼
は
頁
ら
ん
が
縛
め
に
生
産
す
る
よ

Z
を
中
止
し
な

け
日
れ
ば
な
ら
な
レ
。
若

L
ヌ
、
資
本
家
自
身
が
ニ
の
貨
物
を
消
費
す
る
な
ら
ば
、
彼
れ
の
資
本
は
問
牧
き
れ
な
レ

cf. 1.ρid.， pp. 446--450 27) 
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で
あ
ら
う
O

(

放
に
)
資
本
家
は
、
勢
働
者
の
た
め
に
、
明
国
の
顧
客
迭
を
し

τ共
の
牧
入
を
支
出
さ
せ
る
役
目
を

一
仰
の
代
理
者
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
』

U

勤
め
る
所
の
、

以
上
越
べ
党
る
所
h
z
要
約
す
る
に
、
『
諸
岡
民

ω
経
隣
的
構
造
』
は
‘
「
土
地
財
産
の
制
度
及
び
そ
の
剃
伶
生
産

物

ω分
配
に
よ
っ
て
最
初
に
設
定
せ
ら
れ
た
る
各
州
階
級
附

ω閥
係
』
に
始
ま
h
、
「
後
に
そ
は
、
宮

ω生
産
H
A

ぴ

交
換
並
ぴ
に
勢
働
者
の
給
食
及
び
一
府
傭
仲
代
理
執
行
者
正

L
fし
の
資
本
家

ω出
現
に
よ
っ

τ、
(
大
な
り
小
な

bω

税
度
に
於
て
)
修
正
麗
化
せ
し
め
ら
れ
た
い
F

Z
い
ふ
り
が
、
資
本
主
義
的
史
的
後
展
に
閲
す
る
3
ョ

1
ン
ズ
の
見

解
の
大
綱
で
あ
る
。
而
し

τこ
の
児
解
の
根
挺
に
は
、
「
枇
骨
u
り
会
経
済
的
構
造
は
勢
働
の
形
態
言
。

3
5
P円

〉
岳
民
門
)
を
小
心
Z
し
JL
麹
暢
す
幻
」
・
ご
い
ふ
主
張
が
合
ま
れ

t
居
る
。
蓋
L
‘
勢
働
の
形
態
、
』
は
勢
働
者
が
彼

れ
の
生
活
資
料
を
獲
得
す
る
各
杭
の
形
式
を
意
味
し
、
而

L
τ
ジ
ョ

1
ン
ズ
は
、
前
述
り
如
〈
、
雌
胃
袋
が
叫
労
働
者

自
身

ω生
産
物
を
以
て
成
る
か
、
彼
れ
の
生
産
物
を
消
費
す
る
者
山
吹
入
巾
よ
り
支
挑
は
る
、
か
一
若
く
は
資
本

家
の
資
本
中
よ
h
前
抑
さ
る
、
か
、
の
磁
別
を
目
し
て
、
『
刷
品
目

ω各
暗
仰
の
経
掛
的
構
造
を
理
解
す
る
た
め
の
主
た

る
鍵
，
k
t
な
し
九
』
か
ら
で
ゐ
る
。

4陶

史

観

唯

第
二
節

前
節
に
於

τ、
私
は
、

J
J

ョ

l
ン
ズ
が
如
何
に
経
済
的
品
干
の
賂
史
的
研
究
を
高
調
し
、
叉
資
本
主
義
枇
舎
の
膝
史

的
性
質
に
就
E
如
何
な
る
鮮
料
を
下
し
た
る
か
を
、
略
ぽ
明
か
に
す
る
こ
己
が
出
家
向
。
前
に
も
述
べ
た
る
如

仕
掛
二

f
円
谷

九
大
七

が
州
都

議

歴
史
串
抑
制
の
先
醐
者
と

1
て
の
り
ず
ヤ
ア
ド
・
ジ
ヨ

1
シ

九

論

fbid.， p. 453. 
fbid.， uAn Introductory Lecture." p. 56。
Marx， Theorien ii bcr dcn Mehrwert. 111. S・470

a目 a.O. S. 470寸.
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荷量

議

第
四
披

第
二
十
四
を

歴
史
皐
師
。
先
曲
者
と
し
て
の
り
テ
ヤ
ア
ド

-
U
E
I
ン
λ

ハ
六
八

〈
、
彼
れ
の
ニ
の
研
究
方
法
は
、
正
統
事
訴
殊
に
9
カ
ア
ド
の
抽
象
的
研
究
方
法
を
否
認
す
べ

f
提
出
せ
ら
れ
た

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
‘
私
は
、
(
本
稿

ω一
表
題
の
一
市
す
如
〈
)
ジ
ョ
!
ン
ズ
を
阪
史
問
中
波
の
先
編
者

の
一
人
に
欽
へ
る

ω
で
ゐ
る
o

併
し
乍
ら
、
該
に
特
に
注
意
す
ぺ
き
は
.
私
の
謂
4
M肱
史
率
一
淑
E
は
、
同
じ

f
英

国
の
正
統
間
半
減
仁
掛
L
て
獅
逸
に
起
っ
た
ご
こ
ろ
の
、
所
調
コ
腔
奥
間
半
減
」
を
指
L
て
居
る
の
で
は
な
い
、
記
い
ふ

喧
」
ピ
で
め
る
o

所
調
「
歴
史
学
涙
」
に
は
、
ロ
ッ
シ
ャ
ア
を
首
魁
ご
す
る
も
の
ご
U

V

A

壬
一
プ
ア
を
先
闘
に
立
つ
る
も

の
(
後
者
を
「
I
引
き
憾
史
学
涙
』
若
〈
は
「
歴
史
H
倫
理
些
派
」
ご
い
w

ふ
)
ご
の
別
が
め
ふ
り
・
両
者
の
主
艇
に
は
可
な
一
り

の
従
属
U
ゐ
る
り
れ
左
、
併
し
助
等
は
、
枇
曾

ω
経
済
組
織
全
般
的
後
越
を
大
蜘
制
す
る
正
い
ふ

i
h
も
町
事
λ
仰

hTω
経
済
現
象

l
i例
へ
ば
貨
幣
‘
傾
絡
.
帥
労
賃
.
資
本
、
品
川
業
、
農
業
、
工
業
、
商
業
等
ー
ー
の
賂
奥
を
辿
る

ミ
E
に
カ
を
接
ぎ
、
謂
L

V
獅
逸

ωプ
ル
ジ
ヨ
ア
階
級
凶
生
長
由
民
を
件
方
面
よ
h
考
察
す
る
ピ
ヤ
ペ
共
通
の
特

徴
を
有
つ

τ属
品
。
縫
っ
て
彼
等
じ
依

μ
ば
、
今
日
的
批
曾
経
減
税
序
は
過
去
数
百
数
千
年
附
の
試
銀
Z
過
説
を

経
て
漸
〈
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
を
夏
b
に
訂
正
す
る
必
要
が
若
し
ゐ
る
古
す
る
な
ら
ば
、
そ

は
極
め

τ憎
重
に
且
つ
隠
」
加
に

l
l印
も
枇
曾
政
策
的
に

l
lな
苫
れ
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
こ
ど
に
な
る
。
之
に

反
し

τ、
ジ
ョ

1
ン
ズ
は
各
市
剤
師
唄
叫
歴
史
を
個
々
濁
立
り
も
の
ご
し
て
槻
察
し
た
の
で
は
な
く
て
各
時
代
の
経

済
組
織
を
特
徴
づ
け
る
べ
き
根
本
の
事
寅

1
l卸
も
労
働
の
形
態
1
1の
麹
濯
を
中
心
ご
し

τ他
ω諸
々
の
事
買

の
品
問
題
を
物
話
h
、
斯
〈

τ組
織
全
謹
り
推
移
を
明
か
に
な
吉
ん
ど

L
た
。
放
に
彼
に
依
れ
ば
、
資
本
主
義
的
経

済
組
織
も
、
共

ω券
働
の
形
態
郎
も
資
本
ピ
勢
働
己
の
分
離
般
態
が
他
仁
一
健
化
す
る
な
ら
ば
、
白
刊
ら
消
失
す
る
こ

(
券
働
者
正
資
本
家
正
が
同
一
人
に
隠
す
る
や
う
な
枇
舎
が
郷
来
後
生
す
る
で
め
ら
う
、

ぜ
に
な
る
。

.-! ， 
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の
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l
y
i
の
見
解
に
就
て
は
、
併
に
前
節
に
於
て
越
日
、
た
。
)
此
の
鮎
に
ジ
ョ

l
y
ズ
ご
所
調
「
歴
史
事
涙
」
ど
の
重

大
な
る
差
異
が
在
る
。

か

cτ
、
ジ
ョ

1
ン
ズ
は
所
調
「
歴
史
梨
波
」
に
は
嵐
せ
守
し
て
寧
ろ
か
の
7

ル
ク
ス
に
甚
に
接
近
し
て
居
る
こ

と
が
、
推
察
苫
る
、
で
ゐ
ら
う
ο

但
し
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
は
‘

7
F
?
z
z
同
じ
f
保
守
主
義
の
人
で
あ
h
、
従
つ

τ

マ
ル

p
z
の
如
(
.
資
本
家
正
融
労
働
者
正
の
階
放
的
樹
立
及
び
闘
守
を
未
来
枇
曾
質
現
叫
錦
め
の
必
要
的
手
段
な

b
、
ご
解
す
る

ιピ
な
〈
、
た
hv
柑
同
然
じ
此
等
雨
階
級
の
利
害
関
係
が
調
和
吉
る
、
時
m
刀
来
る
べ
き
こ
ピ
を
楽
観

的
に
強
相
似
し
た
に
過
ぎ
な
い
o

又
マ
ル
h
y
A

は
、
其
の
研
究
方
法
に
就

τは
、
軍
な
る
膳
史
的
録
納
法
的
外
に

y

カ
ア
ド
流
り
抽
象
的
抗
梓
法
を
手
際
よ

t
併
せ
用
ひ
た
ご
い
ふ
特
徴
を
有
つ

τ居
る
(
註
)
に
反
L
・
ジ
ョ

l
y
ズ

は、

p
カ
ア
ド
な
ど
が
資
本
主
義
以
前
り
航
態
に
ま
で
も
資
本
主
義
的
制
念
を
奥
へ
経
櫨
胴
上
の
諸
法
則
を
普
遍
化

し
た
る
司

}
Z
に
反
仙
到
す
ぺ
〈
、
資
本
主
義
以
前
り
賦
勝
中
よ
り
そ
り
鎗
め
の
材
料
を
漁
っ
た
・
ご
い
ふ
特
色

t
有

っ
て
居
る
り
で
ゐ
る
。
而
が
も
此
等
り
鈷
セ
除
外
す
る
限
り
、
此
等
雨
者
り
血
中
説
的
問
仁
は
甚
だ
似
通
っ
た
も
の

が
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。
前
節
に
越
ぺ
た
「
資
本
主
義
的
生
産
方
訟
の
膝
史
的
解
稗
」
も
そ
の
一
つ
で
ゐ
る
が
、
次
に
越

ぷ
る
『
J

暇
物
史
凱
γ

』
に
於
て
、
特
に
雨
者
の
思
想
的
相
似
を
(
或
は
寧
ろ
ジ
ョ

1
y
ズ
が
マ
ル
ク
ー
に
奥
へ
た
る
影

榔
を
)
槻
る
こ
ピ
が
出
来
る
で
あ
ら
う
o

(
註
)
ヒ
ル
フ
ア
戸
イ
ン
グ
は
、
前
輔
の
論
文
中
に
於
て
、
マ
ル
ク
ス

K
U
ヨ
'
ン
ズ
ル
』
リ
カ
ア
ド
と
白
闘
備
を
辿
べ
た
る
後
に
、
『

r
t
ρ
f
p
v

.、

.

.
 、、.‘
.. 、
、
.
‘
.
、
.
、
、
、
.
、
‘
.
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
京
、
、
、
、
、
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隠
納
的
方
訟
と
リ
カ
ア
ド
の
抽
象
的
方
法
と
申
特
に
マ
ル
ク
-
A

的
荷
台
よ
り

L
て
、
科
副
甲
的
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
由
経
済
臨
話
ず
設

rurz』
、
と
官
ヲ

で
居
る
。
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司監

歴
史
事
抵
の
先
蹴
者
と
し
て
の
リ
チ
ヤ
ア
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・
ジ
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1
シ
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歴
史
mmv
抵
の
先
刷
者

I
C
L
て
の
リ
ナ
ヤ
ア
ド
・
ジ
ヨ
l
ン
ス

部
二
十
問
答

円七
O

M
掛
川
同
制

ジ
ョ

1
Y
ズ
内
唯
物
史
似
を
紹
介
す
る
に
信
つ

τ先
づ
明
加
に
!
な
け
れ
ば

hu
ら
な
い
の
は
、

も
生
活
方
法
ご
生
威
力
、
」

ω関
係
に
つ
い
工

ω
彼

μ
的
意
見
で
め
る
。

、
.
、
、
、
、
、

労
働
山
形
態
印

彼
れ

ω
考
に
よ
れ
ば
、
「
生
産
的
停
働
の

能
率
J
T
左
右
す
る
諸
原
因
，
H
」
、
各
州
人
凶
カ
凶
支
を
無
叫
す
る
い
ユ
ら
ば
、
一
品
労
働

ω椴
縦
性
、
二
知
識
ご
業
の
活

用
山
科
皮
.
及
び
一
一
一
労
働
を
補
助
す
る
機
械
力
的

2

畿
述
稗
皮
り
如
何
に
庇
る
o

而
し
て
此
等
の
事
情
は
、
正
に
前

苦
労
働
山
形
昨
山
三
附
則

i
l即
も
、
ト
労
貨
が
帥
労
働
者
り
生
虎
物

ω
一
部
で
ゐ
っ
た
時
期
、

ωそ
が
消
費
者

の
般
入
よ
h
支
肺
ば
れ
た
る
時
期
、
及
び
三
そ
が
資
本
家
の
資
本
よ
ち
前
捌
き
晶
、
昨
期

1
ー
の
進
叫
に
股
肱
L

て
生
産
カ
の
俊
民
に
一
良
献
i
氷
っ
た
山
り
で
あ
る
む
今
一
一
例
正
[
て
勢
倒

ω形
態
叫
第
二
期
ピ
第
三
期
ご
の
生
産
力

を
比
較
し
て
見
4

う。

例
へ
ば
ア
ジ
ア
諸
岡

1
i支
那
や
印
昨
日

i
l
は
未
に
努
働
り
形
態
の
第
二
期
に
あ

b
・
西

欧
諸
闘
は
(
少
〈
ど
も
工
業
に
枕
て
は
|
1
4
似
し
英
凶
は
農
業
に
就
ー
も
)
共
的
第
三
期
仁
在
る
υ

支
那
や
印
度
に

於
ー
は
、

前
節
に
引
用

l
た
る
所
に
よ
っ
て
明
F
h
h
了
。
畑
〈
、

手
L
業
者
は
村
人
会
側
の
清
川
町
を
充
た
す
べ
(
彼

等
に
備
は
れ
て
日
眉
る
が
若
〈
は
顧
客
を
求
め
て
町
巾
ど
俳
綱
L
て
居
る
が
で
あ
る
が
、

が
著
し
〈
減
殺
さ
れ

F
る
を
得
な
い
。
何
故
正
い
ふ
に
、
一
彼
等
は
町
中
を
緋
綱
し
又
村
人

ω需
要
を
待
つ
こ

Z

に
よ
っ
て
勢
働

ω総
紛
争
』
不
可
能
ご
せ
ら
れ
、
二
彼
等
は
「
各
人
で
自
分
自
身
の
願
容
を
俊
見

L
、
且
つ
彼
が
生

産
す
る
品
物
を
全
部
削
測
り
で
降
ら
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
」
・
分
業
己
い
ふ
知
識

r生
産
に
活
用
す
る
』
】
ピ

が
出
来
な
い
、
況
ん
や
三
機
械
カ
を
用
ひ
て
大
規
模
に
生
産
を
行
ふ
こ
ご
は
思
ひ
も
及
ば
な
レ
、

然
る
に
券
働

ω形
加
脱
却
も
生
産
方
訟
が
一
極
し
て
、

か
く
て
は
工
業
的
生
産
カ

か
ら
で
あ
る
。

西
欧
諸
闘
に
於
け
る
が
如
〈
、

資
本
家
ピ
抽
労
働
者
ピ
の
別
が

cf. Liter弓ryRel11ains. pp・347-8
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生

ι、
勢
働
者
は
資
本
家
に
よ
っ
て
勢
賃
を
前
梯
き
る
、
や
う
に
な
る
T

・
、
川
一
努
働
者
は
宜
伸
捜
顧
客
に
交
渉
士
有

た
な
い
が
ら
「
縫
縞
的
に
勢
働
す
る
こ

t
が
出
来
る

L
、
夏
に
叉
彼
等
が
宵
際
継
続
的
に
拙
労
働
す
る
か
Y
」
う
か
を

監
督
す
る
の
が
自
分
の
任
務
で
あ

b
且
つ
利
益
で
ゐ
る
所
の
一
代
理
者
(
却
も
資
本
払
)
が
出
現
す

h
』

E
共
に
、

に
「
者

L
資
本
家
が
二
人
以
上
の
人
を
雇
ふ
な
ら
ば
、
の
彼
は
各
倒
人
を
北
一

ω長
も
過
す
る
部
分
の
仕
事
に
恒
常
的

に
就
か

L
め
て
会
館
の
仕
事
を
仕
上
げ
る
こ
正
が
出
あ
」
・
な
ほ
三
勢
働
じ
支
抑
を
す
る
錦
め
の
資
本
(
ジ
ョ
1
ン

ズ
は
之
を

h-3k
、一ミミ
h
s
s
h
h
h
苦
言
h

自
立
区
呼
ん
に
)
を
所
有
せ
る
資
本
家
は
、
自
分
の
一
雇
傭
せ
る
勢
働
者

の
生
産
力
を
高
め
以
て
自
己
の
利
潤
を
婚
す
ぺ
(
、
進
歩
せ
る
道
具
、
機
械
等
を
使
用
す
る
。
(
機
械
等
の
如
(

鈴
働
を
縮
刷
す
も
の
、
購
入
及
び
維
持
に
充
て
ら
る
、
資
本
を
、

J
V

ヨ
1
ン
ズ
は
言
、
史
、
司
H
B宮
区
正
呼
ん

だ
。
)
(
詰
)
例
へ
ば
、
「
英
闘
に
於

τ各
純
の
仕
事
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
蒸
気
機
関
の
カ
は
、
大
俗
人
の
カ
に
等
L
U

Z
計
算
さ
れ
て
居
る
が
、
勢
働
者
の
現
在
数
を
四
百
高
人
吉
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
此
の
敷
の
勢
働
者
の
カ
は
蒸
気

機
闘
な
き
場
合
の
彼
等
り
カ
の
百
五
十
倍
に
蛍
っ
て
居
る
わ
け
で
h
る」。

話

官
時
半
に
醐
ナ
る
ジ
ョ
i
y
J
A
O
意
見
を
旺
ら
正
詳
し
「
越
〈
る
と
と
は
本
摘
。
目
的
升
て
晶
る
か
ら
、
事
に
は
之
を
省
{
出
、
た
ず
伎
が
、

赤
燕
の
如
〈
究
本
を
岡
定
資
本
と
陥
劫
資
本
と
に
分
ワ
こ
と
を
止
め
て
、

J4
を
『
維
持
設
本
』
と
『
補
助
費
本
』
と
に
箇
別
L
た
こ
と
は
、
大
い
に
桂

、、』司、
.B.
、
.
、
、
、
、

日
に
値
ナ
る
と
凪

't
蓋
し
血
痕
白
区
別
は
資
本
そ
れ
内
他
の
耐
久
碑
皮
圭
一
時
準
と
な
し
た
る
に
反
L
、
ジ
ョ
1

ン
ズ
の
そ
れ
は
旋
本
白
川
野
働
目

、
、
、
、
、
、
，
.

封
ナ
る
刷
岡
山
骨
身
を
標
準
と
な
し
て
尉
る
ん
肝
ら
で
あ
る
。
出
陣
山
村
山
一
跡
調
『
維
持
資
本
』
A
V
『
柑
曲
有
本
』
同
日
制
れ
に
も
松
山
恥
仲
J
F

含
ま
れ
て
ゐ

な
い
の
は
、
と
り
匝
分
法
山
重
大
な
る
融
勅
て
は
あ
る
が
、
併
し
そ
は
マ
ル
ク
ス
の
『
可
韓
資
本
』
且
び
「
不
密
費
本
』
山
匝
別
に
ド
h
接
近
し
て
ゐ

る
や
う
で
あ
泊
。
何
と
な
れ
ば
、
ジ
ョ
1

ン
ズ
に
よ
れ
げ
、
『
維
持
寄
本
』
は
『
可
蝿
禿
本
』
O
如
f
)
阿
澗
施
得
白
同
的
を
以
て
勢
働
者
に
前
抑
さ

細

る
弘
首
・
で
あ
る
に
針
し
、
『
削
助
主
企
旧
(
『
不
盟
議
本
』
の
如
〈
)
勢
働
生
産
力
の
噌
過
を
曲
成
し
て
そ
札
白
峰
。
伊
r
p
を
製
品
唱
す
加
も
の
だ

論

瀧

歴
史
皐
棉
酬
の
先
臨
者
と
し
て
U
P
テ
ヤ
ア
ド
・
ジ
ヨ
l

ン九

場
二
十
問
答

，、
七
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四
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'li 

詩者註
/苫id..p. 396. 
Ilnd.. p. 397. 
J恥d..p. 63 
Idid.. p. 456. 

)
)
J
)
)
 

4
5
6
7
8
 

3
8
8
8
8
 

-、

.・，



一 一 一 一 一 … 一一一一一一一一 一 一 一 一 一 吋

部
凹
挺

第
二
十
四
谷

六
七

、‘、
a
F
J

，，
 

諭

議

歴
且
串
成
。
先
嗣
者
と
し
て
の
リ
テ
ヤ
ア
ド
・
グ
ヨ
1

Y
ス

か
ら
で
あ
る
。
但
し
ジ
ョ

1

y
ズ
は
、
マ
ル
タ

λ
ω
T
う
に
捗
倒
倒
値
諭
k
m
'
山
同
盟
し
て
剰
儲
倒
値
若

t
は
利
潤
自
費
止
を
設
い
た
の
で
は
な
い

ム

，

、

、

、

か
ら
、
『
維
持
資
本
』
に
可
艇
骨
量
又
『
削
助
資
本
』

ι平
副
出
れ
を
認
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
ピ
浪
品
と
、
『
仙
助
費
本
』
が
再
生
産
さ
れ
な
け
れ

ぽ
、
費
本
家
は
依
れ
の
則
詰
を
減
少
ナ
4
き
己
主
、
及
び
そ
れ
胤
ょ
に
利
潤
が
狩
ら
れ
な
け
れ
ば
、
被
は
生
産
に
資
本
(
『
抽
出
費
本
』
ル
』
『
維
持
委

4

1

 

本
』
と
を
合
む
を
論
じ
な
い
で
あ
ら

R
2
2を
、
論
じ
て
ゐ
る
に
唱
者

t
v
c

き
て
以
上
に
よ
h
、
崎
労
働
の
形
態
的
も
生
路
方
法
正
生
成
カ
正
の
聞
に
密
接
不
可
離
的
関
係
が
め
る
、

ー
ョ
ズ

V
J

の
見
解
は
明
か
に
な
っ
化
で
あ
ら
う
が
、
之
を
要
す
る
に
、
生
産
方
法
ゆ
進
化
ご

γ
ふ
こ
古
は
結
局
生

産
力
の
進
歩
ご
い
ふ
こ
ご
を
意
味

Lτ
居
、
ニ
E
、
な
る
。
而
か
も
他
面
に
こ
の
生
産
方
法
こ
そ
は
、
一
枇
曾
の
鰹

務
的
構
迭
を
特
徴
つ
け
る
基
本
健
一
ピ
あ
る
刷
以

τ生
産
カ
ご
経
隣
組
織
ご
の
閥
係
ぞ
知
る
べ
き
で
あ
る
。
併
し
な

が
ら
、
ジ
ョ

1
ン
ズ
は
、
晶
聞
に
生
産
カ
若
f
は
労
働
の
形
態
と
経
隣
組
織
ご
の
閥
係
を
歴
史
的
に
翻
た
い
V

け
で
は

な
〈
、
夏
ら
に
進
ん
で
祉
曾
の
上
府
建
築
に
蜘
到
す
る
喉
物
史
削
倒
的
解
蒋
を
試
み
て
居
る
の
で
あ
る
。
日
〈
、

「
枇
曾
が
某
の
生
産
力
を
畿
へ
る
に
つ
れ

τ、
を
は
必
然
的
に
其
の
明
白
慣
を
も
越
市
る
。
朝
日
慣
の
進
展
に
つ
れ

工
、
一
一
耽
曾
の
各
純

ω階
級
は
他

ω請
階
級
Z
新
日
な
る
関
係
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
、
新
た
な
る
枇
命
目
的

地
位
を
占
め
、
且
つ
新
ら
し
い
v

道
他
的
及
び
枇
曾
的
危
険
ト
ド
ょ
っ

τ並
び
に
枇
曾
的
及
び
政
治
的
安
駐
の
新
ら

し
い
傑
件
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
居
る
こ

F
r、
後
処
す
る
o』

「
大
な
る
政
治
的
、
祉
曾
的
、
道
徳
的
、
及
び
知
的
議
畿
放
は
、
枇
曾
の
経
済
組
織
に
於
け
る
品
理
化
及
び
産
業

質
行
の
手
段
及
び
力

i
l
そ
が
豊
富
な
る
場
合
も
ゐ
り
貧
弱
な
る
場
合
も
ゐ

hllの
麗
化
に
随
件
す
る
。
此

正
の
ジ

)
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等
の
措
理
化
は
、
ぞ
れ

'r錦
し
途
げ
た
る
岡
民
の
間
に
鬼
出
き
る
、
各
純
の
政
治
的
及
び
融
合
的
要
素
の
上
仁
、

必
然
的
に
支
配
的
影
響
を
及
ぼ
す
、
而
か
も
よ
切
影
響
は
、
夏
ら
仁
、
闘
民
の
知
的
特
性
、
明
円
性
、
慣
行
、
道

徳
、
及
び
詣
・
細
の
上
に
傭
延
す
る
も
の
で
ゐ
る
叫
」

(
右
大
意
の
原
文
)

-
〉

M
g
E
E
Z
U
H
2
2
n
E
コ
問
。
【
町
内
】
円
勺
c
d
Z
5
0
『
』
旬
。
【
E
S
E
-
F
4
ヨ
内
内
2
E
E
〈
の
宮
ロ
問
。
門
官
弓
Z
F
苦
言
。
回
三
吉
町
内
V
m
叩
」
門
司
2
l

岡
高
目
玉
川
μ

内
山
〈
h
w
ロ
の
タ
m
E
円
「
ゆ
《
山
【
『
向
日
E
n
吉
田
2
0
『
F
m
n
o
E
E
Z
E
司
自
国
島
市
V
E
5
3
4
P『
o
n
0
2
コ
仰
の
町
内
乱
4
2
F
o
F
2
n
]
島
田
切
『
明
、
ョ
ヨ
伊

司
宮
内
5
5
』
司
向
車
E
E
】
肩
口
四
当
官
内
M
Z
E
E
-
お
コ
色
白
日
ω
-
5
0
戸
何
回
内
-
2
-
一
一
》
泊
、
コ
0
4
〈
E
O
E
-
-
E己

S
E
E
n
y
g珂
2
・
俗
図

ι
ロ
刊
を
の
。
ロ
広
告
O
E

。
『
ω
0
2
且
門
戸
邑
司
C
E
Z
m
-
B
n
m
-
-
O
R
m
・2

=
の
日
記
官
民
ご
n
旦
-
Z
E
己
、
E
G
E
-
E
ι
-
2
E
一
0
2
2
己
島
知
一
己
完
F
U
R
E
M
宮
弓
己
百
】
4
2
5
F
F
R
O
E
E
H
回
自
-
z
m
S
E
E
M
-
。

B
但
ヨ
E
E
F
E瓦

E
F
?
d
S
E
E
S
ι
F
o
ヨ
Z
E
-
M
-
邑
r
m
E
耳
目
Z
3
・
z
g
z
n
F
円
Z
Z
ω
Z
E
E
E
仰
向
司
ω
司
自
ヨ
旦
E

4
F
E
m
n
E
ロ
同
g
u
m
s
白
川
5
q
z
o
H
n
z
o
h
戸
2
3
5
h
E
ι
百
四
5白
5
5
9
2
司
5
0
庄
司
自
司
己
百
一
一
円
高
旦
吉
ι
E
n
E
己
2
3
2
2
5
Z

E
E邑

5
F
m
宮
司
己
記
己
ロ
ω
当
『
何
Z
F
命
日
、
z
r
o
]
u
g
n
n
岳
民

E
E
z
n
ロ
9
2
号
ロ
任
問
。
内
片
足
E
Z
=月
Z
E
n
E
戸
田
n
{胃
-
E
F
O
E
h
H
H
》
E一

E
2
3
。
耳
、
5
3
日
}
一
♂
自
品
『
品
目
V
5
0
印
刷
。
「
E
Z
O
ヨ
ω
=

枇
曾
的
生
産
カ

ω漣
化
H
H
芙
の
労
働
形
態
の
品
開
化
に
照
熔
L
・
そ
れ
に
件

っ
て
枇
曾
の
階
段
的
関
係
が
襲
化
す
る
が
、
此
等
を
総
都

L
て
赴
曾
の
経
隣
組
織
ご
い
ふ
な
ら
ば
、
茸
(
の
越
化
に

仲
ハ

Jτ
、
枇
品
目
の
政
治
的
構
造
・
道
徳
的
観
念
、
及
び
知
的
特
性
が
一
新
さ
る
、
こ
ご
、
な
る
の
で
ゐ
る
。
是
れ

7

P

ク
λ

が
「
経
済
事
批
判
」
り
序
言
で
、

「
人
類
は
、
彼
等
内
生
活
ハ
ヴ
耽
曾
的
生
産
に
於

τ、

郎
も
ジ
ョ

l
y
ズ
の
考
に
よ
れ
ば

一
定
ゅ
、

必
然
的
ゆ
・
彼
等
ゆ
意
思
よ
b
濁
立
せ
る
胸
係

論

叢

歴
史
観
蹴
山
先
蹴
街
と
し
て
山
り
す
ヤ
ア
ド
・
ジ
2

ー

ン

ス

作
『
十
吋
h
-

官

-
-
-
V
4

b 

都
判
同
郡

穴
じ

Ibid.， p. 405・。Iほ ]onesは、地代目各暗閣に臨じて、雇土骨由政治的、道徳

的特徴が異ると止を越ペて居る。一一cf.Distribution of Wealth目 p・5・
44) 
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第
四
拙
酬

を
、
削
も
彼
等
の
物
質
的
生
産
力
の
或
る
一
定

ω常
肱
階
段
に
越
路
ず
る
ご
ニ
ろ
の
諸
々

ω生
産
闘
係

t
・
興

へ
ら
れ
た
も
の
記
し
て
受
取

ε。
こ
れ
等
の
生
涼
関
係
の
綿
和
は
、
そ
の
融
曾
の
経
済
的
構
治
、
卸
も
法
制
上

及
び
政
治
上
の
上
屠
越
築
が
そ
の
上
に
立
も
・
二
定
の
枇
曾
的
意
識
形
態
が
そ
れ
に
趨
臆
す
る
Z
こ
ろ
の
、
現

貸
の
土
肇
を
な
す
o

物
質
的
生
活
資
料
の
生
産
方
法
は
、
一
般
曾
的
の
、
政
治
的
の
、
及
び
精
榊
的
の
生
活
過
程

一
般
を
僚
件
づ
り
る
。
人
類
の
意
識
が
彼
等
の
存
在
を
定
め
る
の
で
は
な
〈
て
、
事
ろ
そ
の
反
割
に
、
人
類
の

枇
曾
的
存
在
が
彼
等
の
意
識
を
定
め
る
の
で
あ
る
」
0

(

宮
川
賞
氏
誇
に
よ
る
)

宣
言
へ
る
に
、
甚
.k
相
似
て
居
る
o

たい
V

両
者
の
著
し
〈
国
時
る
勅
は
、
マ
ケ
ク
ス
は
枇
曾
進
化
の
必
要
的
な
る
助

成
カ
ピ
し
て
、
換
言
す
れ
ば
生
産
力
正
生
産
関
係
若
〈
は
所
有
閲
係
正
の
矛
盾
の
必
要
的
な
る
打
壊
力
£

L
て、

階
級
闘
守
t

い
ふ
手
段
を
歴
史
的
に
又
現
質
的
に
提
示
し
た
る
に
反
し
、
ジ
ョ
!
ン
ズ
は
14
を
認
め
守
、
た
い
γ

過

去
よ

b
現
在
へ
の
叉
現
在
よ
り
未
来
へ
の
枇
舎
の
進
歩
を
人
聞
の
道
徳
的
意
識
の
進
歩
に
締
困
せ

L
め
た
、

t
v

ふ
こ
ぜ
で
め
る
。
削
も
ジ
ョ

1
ン
ズ
は
昔
日
一
戸
点
、

「
枇
曾
に
於
付
る
諸
々
の
畿
革
ztLτ
最
も
順
調
な
る
結
果
を
蹄
巴

3
Lむ
ぺ
〈
五
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
は

い
所
の
各
組
の
保
件
は
、
批
品
聞
の
常
及
び
生
産
カ
が
よ
b
進
む
に
つ
れ

τ、
よ
め
多
〈
な
h
又
よ
h
困
難
E
な

る
。
而
L
て
ニ
の
目
的
は
、
世
界
の
道
徳
界
の
総
て
の
部
門
に
通
暁
し
た
る
後
仁
、
甫
め

τ達
し
得
ら
阜
、
の

で
ゐ
る
に
か
ら
そ

ω僚
件
は
甚
た
六
ゲ
敷
レ
も
の
で
あ
る
、
が
併
し
決

L
て
不
可
能
で
は
な
h

l

o

」

(
英
閣
は
最
も
早
〈
資
本
主
義
化
さ
れ
た
闘
で
あ
る
。
)
「
併
し
、
残
念
な
こ
己
で
は
ゐ
る
が
私
は
鶴
雄
な
〈
言

ひ
た
い
、
英
簡
は
同
慌
に
そ
の
生
産
力
を
品
目
展
せ
し
め
つ
?
の
る
他
の
一
因
民
の
前
途
を
物
語
る
ぺ
き
安
全
な

る
見
本
で
ゐ
つ
て
は
な
ら
な
い
さ
。
」

(
英
聞
に
於
け
る
諸
h
T

の
失
敗
が
)
「
過
去
に
劃
し

τ
遺
械
の
念
を
起
5
せ
る
に

L
τ
も、

第
二
十
回
巻

六
七
四

局指

議

歴
史
皐
抵
白
先
晒
者
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し
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白
リ
チ
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ア
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・
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ヨ
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シ
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し

τょ
。
良
き
希
認
を
奥
へ
る
で
ゐ
ら
う
o
」

右
の
引
用
句
に
よ
っ

τも
明
か
な
る
如
〈
、
ジ
ヨ
|
ン
ズ
は
、
「
覆
轍
を
踏
む
こ
ピ
勿
れ
」
て
ふ
金
言
仁
ょ
っ

τ

瞥
め
ら
れ
た
る
人
間
の
意
思
が
、
一
枇
曾
の
進
歩
に
さ
つ
主
力
を
有
っ

τ居
る
こ
ご
を
、
主
張
し
て
居
る
の
で
め
る

が
、
こ
の
主
張
は
菅
に

q
-
w
ク
ー
の
階
級
闘
守
話
三
返
っ
て
居
る
ば
か
り
で
な
〈
、
亦
ジ
ョ

l
y
J
X
自
身

ω前
週

の
昨
唯
物
史
観
に
も
伴
っ
て
居
る
わ
け
で
め
る
。

以
上
は
ジ
ヨ

y

ズ
の
唯
物
史
観
の
「
公
式
」
及
び
そ
れ
正
彼
れ
の
他
の
主
張
ご
の
矛
盾
に
つ
い
て
の
設
明
で
ゐ
る

が
、
私
以
最
後
に
、
彼
が
ζ

の
「
公
式
」
に
謝
し
て
如
何
な
る
具
鰭
的
説
明
を
興
へ
た
か
を
紹
介
L
て
、
隼
を
捌
〈

で
あ
ら
う
o

ジョ

1
v
ズ
は
経
済
組
織
Z
政
治
組
織
正
の
関
係
に
つ
い
て
最
も
多
(
論
じ

τ居
る
。
例
へ
ば
資
本

家
の
出
現
に
件
ふ
政
治
組
織
の
援
化
に
つ
い
て
・
彼
は
究
の
如
〈
言
っ
て
居
る
。

勺
資
本
家
が
会
図
民
の
労
賃
を
前
梯
す
る
や
う
に
な
る
吉
、
(
労
働
形
態

ω第
三
階
級
の
一
出
現
を
指

4
1
1
掬

註
)
、
券
働
者
E
彼
等
の
雇
傭
者
百
の
閥
係
及
び
政
治
園
鶴
に
於
り
る
此
等
嗣
者
の
地
位
に
、
会
主
畿
化
が
起
る
。

↓
『
一
闘
の
土
地
が
(
圃
王
又
は
封
建
貴
族
に
よ
っ
て
)
撞
有
さ
る
、
時
は
、
農
夫
の
政
治
的
且
つ
枇
曾
的
服
従

|
|
隷
属
て
言
つ
で
も
良
い
で
あ
ら
う

1
l
h
T確
保
す

υ
?
=
r
r絡
調
に
必
要
ピ
寸
る
や
ド
ョ
な
政
治
制
度
が
生

み
出
さ
れ
る
。
醤
世
界
の
扶
態
は
正
ド
そ
れ
で
あ
っ
た
c
」
「
こ
れ
が
農
奴

ω超
脱
で
ゐ
る
。
」

ゴ
次
に
は
手
工
業
者
JF
現
は
れ
る
が
、
そ
の
時
に
は
、
「
伐
ひ
彼
等
が
土
地
を
棄

τ去
っ
た
ご
し
て
も
、
土
地
所

有
者
の
所
得
は
そ
の
簡
で
あ
h
、
た
い

Y

そ
れ
に
伴
う
て
多
少
の
不
便
を
柴
る

rげ
の
ニ
正
で
め
い
ι
か
ら
」
、
彼

等
は
手
工
業
者
を
政
治
的
隷
嵐
般
態
に
庭
(
の
必
要
を
戚
じ
な
い
。
自
由
民
は
か
〈

τ生
れ
た
。

ヨ
「
併
L
軸
労
働
者
階
級
が
資
本
家
に
庭
は
る
、
や
う
に
な
る
と
、
土
地
の
所
童
相
に
劃
す
る
彼
等

ω
依
存
関
係

が
無
〈
な
り
、
雇
去
に
劃
す
る
彼
等

ω
重
咲
き
が
戚
ぜ
ら
れ
出
し
て
来
る
」
。
資
本
家
。
、
彼
等
己
資
本
が
棺

歴
史
皐
画
自
先
駆
者
と

L
て
白
ヲ
チ
+
ア
ド
・
ジ
ヨ
1
ン
ズ

論

叢

第
二
十
四
容

ミ
二
一
1

7
t
1
 

協
同
暁

九

Ibid.， pp. 411-2 

Ibid.， p. 456 
Ibid.，“Leclures on Laboul' a.nd Capital"， p. 85 

cf. ibid.， p. 458 
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論

叢

隆
史
事
揖
山
口
茄
脳
者
と
し
て
内
リ
チ
ヤ
ア
ド
・
ジ
ヨ
l
シ
ズ

加
す
る
に
つ
れ
1
、
叉
之
を
増
加
ゼ
ん
が
錦
め
に
、
絶
え
宇
品
刀
刺
市
場
仁
於

t
競
与
す
る
o

勢
納
者

ω即
位
が

高
土
h
、
資
本
家
正
劃
等
に
な
る
。
か
〈

τ、
「
以
前
は
経
蔑
百
れ
、
無
視
さ
れ
、
且
つ
無
勢
力
な
り
し
職
人
達

が
、
一
躍
し
て
、
非
農
業
資
本
所
有
者

ω牧
入
を
生
産
す
る
た
酌
の
必
要
な
る
一
圃
髄
芭
な
る
o

而
し

τ資
本

家
正
勢
働
者
正
は
‘
今
や
互
に
依
与
の
綱
係
に
立
つ
が
喰
に
、
新
ら
し
き
結
合
に
於
て
、
駐
曾
の
官
、
カ
及

品
特

び
政
治
を
左
右
す
る
所
の
新
た
な
な
る
一
要
素
Z
な
る
。
」

か
〈

τ、
各
時
代

ω政
治
組
織

ω基
調
に
封
す
る
各
経
済
組
織
の
影
響
は
、
不
十
分
な
だ
b
ジョ

1
ン
ズ
に
よ

っ
て
示
さ
れ
た
。
併
L
な
が
ら
、
彼
は
、
此
等

ω
土
轟
正
英
の
土
居
建
築
た
る
「
枇
曾
的
意
識
形
態
」
(
マ
戸
ク
ス
)

ご
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
殆
ん
ど
例
示
的
認
明
を
試
み
な
い
ば
か

h
で
な

f
、
一
肱
曾

ω生
産
カ

ω
進
歩
ご
共

に
、
車
有
修
、
利
己
‘
貧
慾
等
の
忠
徳
が
磁
息
し
、
ピ
ド
高
倫
に
し
て
よ
ド
純
粋
な
る
会
私
の
徳
性
が
妨
げ
ら
れ
る

に
至
る
、
己
の
議
論
ゃ
、
斗
そ
の
反
謝
仁
「
富
の
生
産
者
ご
し
て
低
き
地
位
を
占
め
て
居
る
岡
民
位
、
必
然
的
に

道
徳
、
如
識
‘
若
は
ま
十
軒

ω
諸
一
要
素
を
快

ν
て
居
る
」
、

E
の
意
見
を
共
ド
反
駁
す
ブ
¥

「
園
民
会
館
ゆ
道
徳
的
及
び
知
的
資
質
の
合
理
的
且
つ
可
能
的
経
展
が
、
生
産
・
刀
の
進
歩
に
件
高
品
理
化
」

を
携
へ

τ謹
む
な
ら
ば
.
振
興
し
っ
、
ゐ
る
園
民
の
一
枇
荷
目
的
及
び
政
治
的
前
途
hv
悲
蜘
制
す
る
理
由
は
棄
も
な
い
」
‘

な
け
と
、
言
一
っ
て
居
る
。
徒
ら
に
未
来
を
楽
観
し
、
而
か
そ
れ
を
議
す
る
縛
め
の
手
段
を
歴
史
の
中
に
求
め
宇

L

て
、
之
を
道
徳
や
知
識
の
中
に
見
出
し
た
る
動
に
於
て
、
ジ
ョ

1
y
ズ
は
唯
物
史
観
論
者
よ
'
り
理
想
主
義
者
に
早

離
ち
し

τ仕
舞
っ
た
の
で
ゐ
る
o

し
か
し
新
〈
は
言
ふ
も
の
、
、
こ
の
こ
己
に
よ
っ
て
、

p
カ
ア
ド
流
の
抽
象
的

法
則
仁
劃
し
て
否
定
の
第
一
聾
を
奉
げ
た
る
膳
史
流
血
千
者
己
し
て
の
彼
れ
の
功
績
が
渡
せ
ら
れ
る
需
は
な
い
で
あ

ら
う
。
而

L
て
彼
れ
の
事
裁
の
行
詰
り
を
展
開
し
た
の
は
、

η
ノ
カ
ア
ド
の
事
裁
い
り
行
詰

ι

り
を
展
開
し
た
る
吉
岡

ι

入
、
郎
L
マ
ル
ク
λ

で
あ
る
。
(
ニ
、
二
、
一
二
、
橋
了
)

cf. ioid.， pp. 458-4白
fbid.， p. 412. 
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